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IBM i の管理はGUIでOK! IBM Navigator for i を使って、パフォーマンス
のリアルタイム監視・収集・分析をしてみよう

IBM Navigator for i は、IBM i の運用・管理タスクのためのWebインターフェイスです。
このアプリケーションで、1 つ以上の IBM i 区画を管理および監視するために必要なほとんどのタスクをサポートします。
また、パフォーマンス データの分析に使用される強力なツールである Performance Data Investigator (PDI) などの機能が含ま
れています 。IBM Navigator for i は、標準でOSに組み込まれており、ブラウザーからアクセスできます。

目次
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2. IBM Navigator for iでシステムモニターを使ってみよう
3. パフォーマンスデータ収集サービス機能を使ってみよう
4. パフォーマンス分析機能を使ってみよう
5. 補足情報
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1. IBM Navigator for i のメリット
     IBM i システム管理機能のほとんどをIBM Navigator for i で実施可能です。
特にシステム・パフォーマンス関連では下記の３つの機能を含んでいます。
✓ システムモニター：システム・パフォーマンスのリアル・タイム監視
✓ パフォーマンス・データの収集と分析機能
✓ ヒストリカルデータ分析：長期間のパフォーマンスデータを、ビジュアルに分析
✓ IBM i サブスクリプション・ライセンスの期限管理
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ジョブ管理 メッセージ管理
パフォーマンス
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豊富なカレンダー機能
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暗号化バックアップ・・・
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メッセージ待ち行列WRKACTJOB
WRKSYSSTS
WRKSYSACT

オールインワンでシステム管理機能を提供
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解説：

・IBM Navigator for iは、Web ブラウザーから、IBM i の主要な管理タスクを実行できるOS標準の機能です。
・IBM i 7.5、IBM i 7.4 TR5, 7.3 TR11 からの新しい IBM Navigator for iのインターフェイスになっています。

ブラウザーから、http://systemName:2002/Navigator へアクセスする、
(systenName は、IBM i のシステム名または IP アドレス)

又は、ACS のメニューから Navigator for i を実行することで下記の画面が出せます。

・IBM Navigator for iの機能は、最新のHTTPグループPTFや、テクノロジー・リフレッシュ（TR）で
進化しています。最新のPTFレベルで使用することをお勧めします。

4
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２. IBM Navigator for i でシステム・モニターを使ってみよう
    ( 1 ) 概要

✓IBM i 全体のシステムパフォーマンスをリアルタイムに
監視・分析できる

✓閾値の定義とアクションを定義できる
➢ CPU使用率がxx%を超えた場合に

プログラムを呼び出し
➢ システム運用担当者へのメッセージ
      やe-mailの送信(※)など

✓ 1度に多数の指標を表示可能

5

システム運用に必要な様々なメトリック
(指標）を設定可能

閾値の設定が可能

閾値を越えた場合や閾値以下に戻ったとき
のアクションを設定可能
• MSGQへの通知
• プログラムの実行
• e-mailの送信※

• など
※e-mailの送信にはSMTPの設定が必要
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解説：

・IBM Navigator for i のモニター機能には、システム・モニター（パフォーマンスデータの
リアルタイム・モニター）とメッセージ・モニター（アプリケーション・メッセージの監視）の２つの機能が
ありますが、ここでは、システム・モニターの使い方をとりあげます。

・IBM Navigator for i のシステム・モニターは、ほぼリアルタイムのパフォーマンス・データを追跡します。
これらは、システムを継続的にモニターし、指定されたしきい値に達すると選択されたコマンドを
実行できます。

・IBM Navigator for i は、TR（テクノロジー・リフレッシュ）とHTTPグループPTFを最新にすること
で、機能強化されています。TRとグループPTFの最新版については下記のリンクをご覧ください。
https://www.ibm.com/support/pages/ibm-i-group-ptfs-level
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( 2 ) システム・モニターを設定してみよう
使用例：CPU 使用率が 80% を超えたらユーザーにメッセージを送信するように、システム・モニターを

セットアップします。 さらに、CPU 使用率が 60% に下がるまですべてのジョブを
QBATCH ジョブ待ち行列中に保留し、60% になったらジョブを保留解除して通常の操作を
再開するという設定にします。

7

①Navigator for iのメニューから、
「システム・モニター」を選択

②「アクション」→「新規システム・モニターの作成」を選択
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解説：

・システム・モニターを使い始めるには、まずモニターを作成する必要があります。この操作は、図のよう
にGUIで操作可能です。

・システム・モニターのマニュアルは下記です。
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=i-navigator-monitors

88

https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=i-navigator-monitors
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( 2 ) システムモニターを設定してみよう
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③一般の下に、「名前」を「記述」を入力
（下記例では、名前：TEST1 

記述：CPU80% を入力

④モニターに含めたいメトリクス（指標）を選択し、
右向き矢印を使用して、それらを

「モニターするメトリック」リストに追加します。
（下記例のように、CPU使用率（平均）を選択し、

右矢印 をクリックします）
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解説：

・使用可能なメトリックには、CPU関連だけでも下記の指標があります。

➢ CPU 使用率 (平均): 未拡大縮小（割り当て固定）の構成済み CPU パーセント。
➢ CPU 使用率 (対話式ジョブ): 対話式ジョブによって消費された構成済み CPU パーセント。
➢ CPU 使用率 (上限なし): 未拡大縮小の上限なし CPU パーセント。 共用仮想プールの区画および容量に割り当てられた仮

想プロセッサー数を基に区画が消費できる上限なしの最大 CPU に対して、消費された未拡大縮小のシステム CPU の容量。
➢ CPU 使用率 (SQL): 未拡大縮小の SQL CPU パーセント。 区画に使用可能な構成済みの CPU 時間 (処理装置) に対して、

SQL 操作のために行われる作業の実行に消費された未拡大縮小のシステム CPU の容量。

・その他、下記のような情報がリアルタイムに監視できます。

1010

対話式応答時間 (平均および最大)
トランザクション率(対話式)
バッチ論理データベース I/O 
ディスク・アーム使用率 (平均および最大) 
システム ASP のディスク・アーム使用率 (平均および最大)
ユーザー ASP のディスク・アーム使用率 (平均および最大)
独立 ASP のディスク・アーム使用率 (平均および最大) 
ディスク・ストレージ使用率 (平均および最大) 
システム ASP のディスク記憶域使用率 (平均および最大) 
ユーザー ASP のディスク記憶域使用率 (平均および最大)
独立 ASP のディスク記憶域使用率 (平均および最大) 
通信回線使用率 (平均および最大) 
LAN 使用率 (最大および平均) 
マシン・プール不在

ユーザー・プール不在 (最大および平均) 
使用一時記憶域
スプール・ファイル作成率
共用プロセッサー・プール使用率 (仮想および物理) 
ディスク応答時間 (読み取りおよび書き込み) 
HTTP 要求受信率
受信 HTTP 要求数 (最大) 。
HTTP 応答送信率
送信 HTTP 応答数 (最大)。
処理された HTTP 非キャッシュ要求 (平均および最大) 
送信された HTTP エラー応答 (平均および最大) 。
HTTP 非キャッシュ要求処理時間 (合計および最高平均) 
HTTP キャッシュ要求処理時間 (合計および最高平均) 
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( 2 ) システムモニターを設定してみよう
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⑤モニターするメトリックの真ん中にある
数値は、収集間隔です。
（デフォルトは1分ですが、ここでは30秒に
してみます)

⑥閾値は２つ設定できます。
しきい値1・しきい値2の左BOXをクリックして、
しきい値を有効にします。下記のように設定します。
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解説：

・収集間隔は、選択したメトリックの隣にあるドロップダウン・ボックスで設定します。
デフォルトは60秒です。ここでは30秒にしています。この間隔を小さくすると、システムによって
収集されるデータの量が増えるため、ディスク負荷・CPU負荷に注意が必要です。

・各メトリックに対して、２つのしきい値が選択できます。

・システム・モニターは、後でご紹介する収集サービスによって生成および保守されるデータベース・ファイル
に保管されているパフォーマンス・メトリックを使用します。
過去データについても、Performance Data Investigator を使用することにより、モニターによって収集され
たパフォーマンス・データを表示することもできます。

1212
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( 2 ) システムモニターを設定してみよう
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⑦しきい値1をクリックして、下記のように
設定します。

・トリガー： >= 80 ( 80 % 以上使用中 ) 
・期間 ： 1 （1分）
・OSコマンド:

「SNDMSG MSG('CPU使用率が80%を超えている’) 
TOUSR(*SYSOPR) MSGTYPE(*INQ)」

・Reseu(しきい値リセット値): < 60    
    ( 使用中のＣPUが 60 % 未満 ) を指定。

これにより、CPU 使用率が 60% 未満に下がると
モニターはリセットされます。

⑧しきい値2には、下記のように設定します。
・5 回の収集間隔の間 CPU 使用率が 80% を超える状態が続いた

ら、すべてのジョブを QBATCH ジョブ待ち行列中に保留する。
コマンドは、「HLDJOBQ JOBQ(QBATCH)」

・5 回の収集間隔の間 CPU 使用率が 60% 未満の状態が続いたら、
QBATCH ジョブ待ち行列を保留解除。
コマンドは、「RLSJOBQ JOBQ(QBATCH)」
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( 2 ) システムモニターを設定してみよう
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➈下記でOKで、保管します。 ⑩モニターサーバーの開始 を選択
（既に開始されている場合は必要ありません）
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解説：

・この新しいモニターは、CPU 使用率を収集し、指定された収集間隔に従って 30 秒ごとに新しい
データ・ポイントが追加されます。 CPU 使用率が 80% に達すると必ず、モニターは指定された
しきい値アクションを自動的に実行します。 モニターは、ユーザーによって停止されるまで稼働し続けて、
しきい値アクションを実行します。

・このモニターは、CPU 使用率のみを追跡します。 しかしながら、同一のモニターに使用可能なメトリック
を複数でも組み込むことができ、 個々のメトリックに独自のしきい値とアクションを指定できます。
さらに、複数のシステム・モニターを同時に実行することもできます。

1515
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( 2 ) システムモニターを設定してみよう

16

⑪モニター（TEST1)を右クリックで、
「開始」をクリック

⑫次に、モニターデータの視覚化を選択します。
下記のように、リアルタイムで監視を
行いながら、モニタリングできます。

･メトリックは、CPU使用率

・ ・トリガー1は、しきい値1（80％）
・トリガー2は、しきい値2（同上）です。
・リセットは、60%になっています。
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解説：
・右上のアイコンの説明です。

：左のスライドは、「自動で最新表示」にするボタンです。その右側のアイコンで、グラフの色を変更できます。

＋を選択すると、下記の情報が表示されます。
通常のパフォーマンスの収集データのように、この監視データは、QPFRDATAライブラリーに保管されています。
レイアウトは、複数の指標がある場合に、表示レイアウトを調整できます。

・ここまでで、システムモニターの利用法の説明をしてきました。多種のリアルタイム監視が可能なので、
日常の運用に組み込んで活用してください。

1717

カラー：
6桁の英数字で、グラフのカラーコードを
変更できます。
赤なら、FF0000を指定します。
下記参照してください。

https://qiita.com/umashikate/items/8db3fc029

d69bfaf5b75

https://qiita.com/umashikate/items/8db3fc029d69bfaf5b75
https://qiita.com/umashikate/items/8db3fc029d69bfaf5b75
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( 3 )その他のリアルタイム監視を使ってみよう。
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①ディスク使用率

・ディスク応答時間(読み取り、書き込み）、ディスクアーム使用率（平均、最大)、ディスク記憶域使用率
（平均、最大）の６つの指標を選択。これ以外にユーザーASP、システムASP、独立ASPの指標をリアルタイ
ムにモニタリングできます。

下記は、ディスク記憶域使用率（最大）
が90％を超えた場合に、メッセージを
ユーザーに送る例です。



© IBM 2024

IBM i 2024 

( 3 ) その他のリアルタイム監視を使ってみよう。
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②ページ不在率

・マシンプール不在率、ユーザープール不在率（平均、最大）の３つの指標をリアルタイムに
モニタリング可能です。
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( 3 ) その他のリアルタイム監視を使ってみよう。
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③HTTPレスポンス

・HTTP要求受信率（1秒あたりの受信要求数）、受信HTTP要求数（最大）、
HTTP応答送信率（1秒あたりの送信応答数）、送信HTTP応答数（最大）など、
ＨTTP関連の指標（10種の指標）をリアルタイムにモニタリングできます。
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( 3 ) その他のリアルタイム監視を使ってみよう。
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④通信レスポンス

・通信回線使用率 (平均および最大）、LAN 使用率 (最大および平均)
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３. パフォーマンスデータ収集サービス機能を使ってみよう
    ( 1 ) 概要

✓収集サービスは、システムおよびジョブ・レベルのパフォーマンスデータの収集を行います。

✓収集サービスは、最小のシステム・オーバーヘッドでシステムおよびジョブ・レベルの
パフォーマンスデータを継続的および自動的にサンプリングします。 15 秒から最大 1 時間

  (デフォルトは 15 分) の定期的な時間間隔でデータを収集できます。

✓パフォーマンスデータは、以下のようなシステム・リソースから収集されます。
➢ CPU
➢ メモリー・プール
➢ ディスク (内蔵および外付け)
➢ 通信

✓IBM iのパフォーマンスデータの収集は、5250画面からのCLコマンドでも実行できますが、

22
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解説：

・パフォーマンスデータとは、応答時間およびスループットを理解するために使用できるシステム (システム
    のネットワーク) の操作に関する一連の情報です。 パフォーマンスデータを使用することにより、
    プログラ ム、システム属性、および操作に調整を加えることができます。 これらの調整を行うことにより
    応答時間とスループットを向上させることができます。 また、システム、操作、またはプログラムへの特定
の

変更の影響を予測する上で役立ちます。

・ 収集サービスは、 デフォルトでは、QPFRDATAライブラリーの、管理収集オブジェクト (*MGTCOL) に
パフォーマンスデータを収集します。

・収集サービスのマニュアルは下記です。
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=collectors-collection-services

23

https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=collectors-collection-services
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( 2 ) パフォーマンスデータ収集をしてみよう
✓ 収集サービスは、 IBM® Navigator for i パフォーマンス・インターフェースまたは CL コマン

ドを使用して構成し、開始できます。ここでは、GUI操作での設定方法をご紹介します。

24

①Navigator for iのメニューから、
「パフォーマンス」→「収集サービスの構成」

を選択

②下記の様な４つのタブがあります。
・「一般タブ」：一般構成プロパティーを設定
・「収集するデータ」：収集する 「プロファイル」

とカテゴリーを設定
・「システム・モニター・データ」：

システム・モニターの収集のカテゴリーを設定
・「ヒストリカル・データ」：

ヒストリカル・データ収集の設定
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解説：

・以下の図は、主なパフォーマンス・アプリケーションを表しています。 雲の形は、収集可能な
システム内に存在するすべてのデータを表しています。 データにアクセスし、収集できる
4 つのデータがあります。 最終的に、コレクターにより収集されたデータは、一連のデータベース・
ファイル内に保管されます。

・本稿では「収集サービス（Collection Service)」でのパフォーマンス分析のみを対象にしています.
他には、 Job Watcher (ジョブ、スレッド、タスクのジョブ・データの収集を提供します。
これは、ジョブ関連のパフォーマンス上の問題を診断するために使用される呼び出しスタック、
SQL ステートメント、待機中のオブジェクト、Java  JVM 統計、待機統計などを提供）や、Disk Watcher

（ディスク関連のパフォーマンス上の問題を診断するためのディスク・パフォーマンス・データの収集を
提供）、Performance Explorer（問題を診断するためのプログラムおよびアプリケーション・レベルでの
詳細データの収集を実行。 アプリケーションでの作業の流れもトレースする）があります。

2525
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( 2 ) パフォーマンスデータ収集をしてみよう

26

③一般タブ：一般的な収集サービスの構成プロパティーを設定
・下記が、デフォルト設定です。

・収集されるライブラリーは「QPFRDATA」
・収集間隔は15分（15秒から60分で切り替え可能）
・データ保存 ：収集オブジェクトの保存（5日間）
・一番下の「プロパティ」をクリックすると

現在の設定のサマリーが表示できます。
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解説：

・収集間隔はデフォルトは、15分（15秒から60分で切り替え可能）ですが、もう少し詳細に分析したい
場合には5分に切り替えすることをお勧めします。
→ディスクの負荷分析や通信関連のカテゴリーの分析では推奨値は5分になっています。

・データ保存は、収集オブジェクト（*MGTCOL)に関しては5日間です。ある程度の長期間が必要な
場合は、14日～30日ぐらいにするのがいいかもしれません。

2727
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④「収集するデータ」タブ：
・「収集するデータ」は「標準及びプロトコル」がデフォルト設定です。→通常はこのままでOKです

「標準」 プロファイルは、 パフォーマンス測定ツールが通常必要とするデータ・カテゴリーを収集します。
「標準およびプロトコル」 プロファイルは、 パフォーマンス測定ツールが通常必要とする

通信データ・カテゴリーなどを追加で収集します。
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解説：

・システムでは、４つの収集プロファイルが用意されています。
 最小
 標準
 標準プラス・プロトコル
 拡張キャパシティー・プランニング

・収集するデータを自分で選択したい場合は
カスタムを用いて独自に必要なカテゴリーを
選択してください。

2929

最小 標準 標準プラス・プロトコル 拡張キャパシティー・プランニング
システム・バス ○ ○ ○ ○
記憶域プール ○ ○ ○ ○

ハードウェア構成 ○ ○ ○ ○
システム CPU ○ ○ ○ ○

システム・レベル・データ ○ ○ ○ ○
ジョブ MI ○ ○ ○ ○
ジョブ OS ○ ○ ○ ○

ディスク装置 ○ ○ ○ ○
IOP ○ ○ ○ ○

記憶域プール調整 × ○ ○ ○
サブシステム × ○ ○ ○

SNADS トランザクション × ○ ○ ○
ローカル応答時間 × ○ ○ ○

APPN × ○ ○ ○
SNA × ○ ○ ○

TCP/IP ベース × ○ ○ ○
ユーザー定義トランザクション × ○ ○ ○

ネットワーク・サーバー × × ○ ○
通信ベース × × ○ ○
通信端末 × × ○ ○
通信 SAP × × ○ ○

データ移植サービス × × ○ ○
論理区画 × × ○ ○

TCP/IP インターフェース × × ○ ○
PEX データ - プロセッサーの効率 × × × ○
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⑤「システム・モニター・データ」タブ：
・システム・モニターの収集を オン または オフする。
・システム・モニター・データ・カテゴリーの特性を設定する
・システム・モニター・ファイルの保存を設定する
・システム・モニター収集間隔を リセット する
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⑥「ヒストリカル・データ」タブ：ヒストリカルデータ収集の設定
ヒストリカル・データとは「時系列パフォーマンス・データ参照機能」のことです。
下記のように、長期間のデータを収集する機能があります。
✓ パフォーマンス・データを時系列的にモニター
✓ 週次、月次、年次の長期間にわたるデータを参照可能
✓ 対象は、CPU、ディスク使用率
下記がデフォルトの設定です。
デフォルトでは、この機能が利用されていないので、右図のように変更して、活用することをお勧めします。
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解説：

・ヒストリカル（履歴）データを収集する機能は、v7.3 で追加されました。v7.5では、新規インストール時
にデフォルトで有効になっています。しかし、ほとんどのユーザーではリリース後にアップグレードをして
いるため、手動で有効にしない限り、ヒストリカル・データは自動的に収集されません。ヒストリカル・
データの収集は比較的小さく、この機能に関連するオーバーヘッドはほとんどありません。

・ヒストリカル・データを使うには、タブで、「収集の循環時にヒストリカル・データを作成」のチェック
ボックスをオンにするだけです。これをオンにすると、収集サービスは自動的にヒストリカル・データを
作成し、そのデータを管理します。また、ヒストリカル・データの収集間隔を変更することもできます。
デフォルトは60分です。

・ヒストリカル・データの保存期間を指定します。デフォルトは1年間ですが、少なくとも2年間は保存する
ことをお勧めします。そして、デフォルトで7日間となっている詳細データの保存期間を変更することもで
きます。より長い詳細データの保持したい場合は、最低30日を推奨します。

3232
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4. パフォーマンス分析機能を使ってみよう
    ( 1 ) 概要

✓Performance Data Investigator (PDI)というIBM Navigator for i  のパフォーマンス・データ分析用
コンポーネントが利用できます。

✓このツールを使用すると、パフォーマンス収集に保管されたデータを、図表または表の形式で
表示および分析できます

33
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解説：

・PDI（ Performance Data Investigator）は、 従来は、有償のライセンスプログラムであったパフォーマンス
測定ツール（5770-PT1：Performance Tools for i) を購入する必要がありましたが、
現在は無償化されています。
必要とする機能のレベルによっては、以下の一部またはすべてをインストールすることが必要になる場合が
あります。（現在では、全て無償になっていますので、ディスク容量に余裕があれば、
導入することをお勧めします。）

IBM Performance Tools for i (5770-PT1) オプション 1-マネージャー・フィーチャー
• Performance Explorer コンテンツ・パッケージ
• IBM i Disk Watcher 機能およびコンテンツ・パッケージ
• データベース・コンテンツ・パッケージ

IBM Performance Tools for i (5770-PT1) オプション 3-Job Watcher
• IBM i Job Watcher 機能およびコンテンツ・パッケージ

    -これらを導入すると、従来パフォーマンス測定ツールで提供されていた多種類の報告書の印刷機能
も使えます。

・PDIのマニュアルは下記です。
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=interface-performance-data-investigator

34
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①Navigator for iのメニューから、
「パフォーマンス」→「データの調査」

を選択

②コンテキスト領域で、作業するパフォーマンス・データを選
択します。
・収集ライブラリー：デフォルトでは、収集サービスの構成

で指定されたライブラリ（通常は QPFRDATA）を指定
・グラフ間隔：デフォルトは 、すべてのポイントの表示

（1分から1時間を選択可能）
・収集名：デフォルトは、現時点の収集名が表示

（下記のようにドロップダウンで選択できます）

✓ここからは、前章の収集データを分析することで、Performance Data Investigator (PDI)の
基本的な利用法をご紹介します。
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解説：

・「データの調査」タスクを選択すると、 Performance Data Investigator が起動します。
このツールを使用すると、パフォーマンスデータ収集保管されたデータを、図表または表の形式で表示およ
び分析できます。

・ 他の区画や、他マシンから持ち込んだ IBM i 6.1 以降で作成された収集データ、または 6.1 フォーマット
に (パフォーマンス収集の変換 (CVTPFRCOL) コマンドを使用して) 変換された収集データを分析することも
できます。

36
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③パッケージ名にはデフォルトで
「収集サービス」になっています。
ドロップダウンで、下記のように
「ヘルス標識」を選択してください。
できます。

④パースペクティブが、「ヘルス標識」のカテゴリーに
変わります。「システム・リソース・ヘルス標識」を選択
します。初期の分析で、システム全体の傾向分析ができます。
下記例ではディスクに問題がありそうだとわかりました。
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解説：

・初期分析・傾向把握フェーズでは、この「ヘルス標識」が便利です。
-収集期間内のプロセッサー/メモリー/ディスク・リソースの傾向の確認が可能
-CPUヘルス標識, メモリー・プール・ヘルス標識, ディスク・ヘルス標識
-しきい値の設定値は変更も可
-分析方針検討時に有益

各リソースのうち黄色や赤い表示があるものを優先的に確認するなどが可能です。

・例えば、ディスクに問題がありそうな場合は、「ディスクのヘルス標識」を使えば、もう少し詳しく
分析できます。下記では、ディスク・スペースの閾値（85％）を超えて使用されているため、
全間隔で警告がでているのがわかります。

38
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⑤次にパッケージを「収集サービス」にして
より高度な分析を行ってみましょう。

   CPUリソースの使用状況を確認するために
「CPU使用率及び待機の概要」を選択します。

⑥CPU使用率の概要などのデータをグラフで表示できます。
また右上の表アイコンをクリックすると、生データの数値を
表示できます。
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解説：

・本格的な分析フェーズでは、パッケージ名を「収集サービス」してみましょう。
各システム・リソースに対する複数種類のパースペクティブ（視点）が用意されています。

・例えば、パースペクティブ・パスで「CPU」を選択すると様々なCPUカテゴリーのグラフを表示できます。
CPUに課題があるときは、いくつかのパースペクティブを利用して、より掘り下げて分析してください。

40
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⑦次にディスク・リソースの分析を
行ってみましょう。

   「収集サービス」でパースペクティブパスに
「ディスク」を選択し、
「システム・ディスク・プールの概要」
を選択します。

⑧システム・ディスク・プールの平均応答時間、平均サービス
時間、平均待機時間、およびディスク・ビジーのパーセントを
時系列で示す図表が表示できます。



© IBM 2024

IBM i 2024 

解説：
・パースペクティブ・パスで「ディスク」を選択すると様々なディスク・カテゴリーのグラフを表示できます。ディスクに課題が

あるときは、この中のいくつかのパースペクティブを利用して、より掘り下げて分析してください。

42
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➈最後に、システム待機状況の分析を
行ってみましょう。

   「収集サービス」の「待機の概要」
を選択します。

⑩注目すべき待機としては、ディスク操作、CPU キューイング、
競合、ブロックおよび直列化の待機などがあります。
あまり重要性のない待機には、作業の到着待ちといった
アイドル状態を示す待機などがあります。
ある程度の待機は通常の状態です。この図表は、過剰な場合
にはいずれ問題になるおそれがある CPU 使用量と待機回数の
関係を示すことを目的としています。
時間フレームおよび待機のカテゴリーを識別できるので、
調査のプロセスが向上します。
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解説：

・この「システム待機の分析」は、スレッドまたはタスクがプロセッサーを使用しない原因
となる問題 (レコード・ロック、オブジェクト・ロック、ディスク I/O 操作、ジャーナル操作など) を特定
するのに役立ちます。スレッドとタスクはさまざまな理由で待機する可能性があるため、待機条件を理解し、
待機時間を排除または短縮するのに非常に役立ちます。待ち時間をなくすことでパフォーマンスが向上します。

・PDI 内には、待機情報を表示する多数のチャートがあります。システムの基本を理解すると、
これらのチャートをより深く理解できるようになります。

44
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✓ IBM Navigator for i のパフォーマンス・ツールを活用しよう
システム・リソースの分析アプローチ自体は36年前から不変です。
システム全体の概要を把握して、各リソースの詳細分析をしてみよう

✓ パフォーマンス分析は問題発生時だけでなく、システムの健全性を確認する
ために、日常の運用に組み込むことが重要です。

✓ 適切なパフォーマンス状況の把握は、オンプレでもクラウド（PowerVS）
でも、早期のトラブルの発見や、次期システム更改時の貴重な糧になります。
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5.  補足情報

1. IBM Navigator for i でのパフォーマンス分析のマニュアル
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5?topic=i-navigator-performance-interface

2. IBM i on Power - Performance FAQ (2024/05版）
この中にある、P30からの「Performance Data Collectors and Analysis Tools」を参照
https://www.ibm.com/downloads/cas/QWXA9XKN

3. Performance Data Investigator についてのチュートリアル（英語）
PDI全体の概略を理解するのに役立ちます。
https://developer.ibm.com/tutorials/ibm-i-performance-data-investigator/

4. IBM Power10 performance optimization for IBM i (英語）
Power10でのIBM iのパフォーマンスに関するベストプラクティスを解説しています。
https://www.ibm.com/downloads/cas/PK29M2DL
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IBM i 関連情報
IBM i ポータル・サイト
https://ibm.biz/ibmijapan 

i Magazine (IBM i 専門誌。春夏秋冬の年4回発刊)
https://www.imagazine.co.jp/IBMi/

IBM i World 2023 オンデマンド・セミナー
https://ibm.biz/ibmiworld2023

IBM i World 2022 オンデマンド・セミナー
https://video.ibm.com/recorded/132423205

月イチIBM Power情報セミナー「IBM Power Salon」
https://ibm.biz/power-salon 

IBM i 関連セミナー・イベント
https://ibm.biz/powerevents-j

IBM i Club (日本のIBM i ユーザー様のコミュニティー)
https://ibm.biz/ibmiclubjapan 

IBM i 研修サービス (i-ラーニング社提供)
https://www.i-learning.jp/service/it/iseries.html

IBM Power Systems Virtual Server 情報
https://ibm.biz/pvsjapan  

IBM i 情報サイト iWorld
https://ibm.biz/iworldweb 

IBM i サポートロードマップ
https://www.ibm.com/downloads/cas/JB8AXO9V 

IBM i 7.5 技術資料
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.5 

IBM Power ソフトウェアのダウンロードサイト (ESS)
https://ibm.biz/powerdownload

Fix Central (HW・SWのFix情報提供)
https://www.ibm.com/support/fixcentral/ 

IBM My Notifications (IBM IDの登録 [無償] が必要)
「IBM i」「9009-41G」などPTF情報の必要な製品を選択して登
録できます。
https://www.ibm.com/support/mynotifications 

IBM i 各バージョンのライフサイクル
https://www.ibm.com/support/pages/release-life-cycle 

IBM i 以外のSWのライフサイクル (個別検索)
https://www.ibm.com/support/pages/lifecycle/ 
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読者に対しても法律的またはその他の指導や助言を意図したものではなく、またそのような結果を生むものでもありません。本資料に含まれている情報については、完
全性と正確性を期するよう努力しましたが、「現状のまま」提供され、明示または暗示にかかわらずいかなる保証も伴わないものとします。本資料またはその他の資料
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更することを意図したものでもなく、またそのような結果を生むものでもありません。
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他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
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Linuxは、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標です。
Microsoft, Windows, Windows NT および Windowsロゴは Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標です。
ITILはAXELOS Limitedの登録商標です。
UNIXはThe Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
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